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「学び」の自己展開力に関する評価方法の研究

Study on Evaluation Method on Self-developmentAbility of"Leaming" 

新保 淳l，山崎 朱音 l，村田真一 ，河合 紳和2

Atsushi SH品侶0，Akane YAMAZAKl， Shinichi MURATA and Nobukazu KAWAl 

(平成 30年 11月 16日受理)

1.緒言

日本の将来を展望する中で、学校教育も新たなステージに立とうとしている。今回改訂され

た新学習指導要領においても、そうした未来に向けての契機がその内容に盛り込まれている。

我々の 3年に渡る挑戦的萌芽研究1)においても、学校体育における将来展望の視点を「持続発

展教育(ESD)Jに求めつつ、スポーツ文化そのものが近代の特徴でもある「成長的発展」の産

物であると捉える とと もに、そうしたスポーツを主たる教材としてきた学校体育のプログラム

もまた ESDの視点から再考されるべきであるとし、将来を展望した学校体育のフ。ログラム開発

について検討を重ねてきた。そのプロセスにおいて課題とされたのが、表題にある I~学び』の

自己展開力」をどのように評価すべきか、という点で、あった。

先の「学校体育のプログラム開発」の一連の研究2)の中で、授業実践において具体的な検討

を試みたのが以下の 2点で、あった。

1 )学校体育においては、身体(運

動)に対する「自己観察力」の

育成と「身体的価値」をイメー

ジし具体化するための方法を

創造し、計画し、実践しうる能

力を養うこと。

2)教師は、評価主体である児童 ・

生徒の「自己評価」に対する「第

三者的評価」を行う ことによっ

て、児童 ・生徒の学校体育期3)

以降における学習サイクルの

持続を支援する立場にたつこ

と。

具体化しうる方法論の創造力・計画力・実施力

目 身体的価値の具体的な I PI 

イプl 企
配観察I〉。

図1.学習者の学習サイクルイメージ

この1)の課題である「学習者の学習サイクノレ」をイメージとして示したのが図1である。

ここに示すように、 個々人の「身体的イメージの具体化」を実現するためには、現状の身体的

l 保健体育系列

2 共同大学院博士課程
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